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有機薄膜太陽電池はドナー性分子（ｐ型半導体）とアクセプター性

分子（ｎ型半導体）からなる印刷可能な低コスト太陽電池であり、

HOMO-LUMO 準位やキャリア輸送特性を十分に考慮し設計すること

で高効率化が期待できる。本研究はドナー性材料として有用なフェノ

チアジン骨格を有し、なおかつ高いキャリア輸送特性の発現が期待で

きるH-Dibenzo[5,6][1,4]thiazino[3,2-a:2',3'-c]phenothiazine (DTPT) (Fig.1)

に着目した。DTPT は分子内電荷移動に起因する強い光吸収を示し、

なおかつ、π—πスタックと S•••Sコンタクトによる伝導カラムの形成

と高いキャリア移動度の発現が期待できる。そこで我々は上記の DTPT の合成と、薄膜太陽電池

への応用を行った。まず、o－クロラニルと 2-アミノベンゼンチオールを 1:3のモル比で酢酸エチ

ルを溶媒として 24 時間還流し、カラムクロマトグラフィーにより精製することで DTPT を得た。

この DTPTを活性層に用いた２層積層型薄膜太陽電池 ITO/ZnO/PCBM/DTPT/MoO3/Ag (Fig.2)を作

製し、光電変換特性を測定した(Fig.3)。開放電圧 VOCと曲線因子 FFは比較的良好な結果が得られ

たが、今回活性層が２層積層膜であるため短絡電流密度 JSCが低く光電変換効率は 0.284 %であっ

た。 

Fig.1 DTPT 

Fig.3 J-V curve Fig.2 太陽電池の素子構造 
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